
問　
高
齢
化
に
伴
い
難
聴

の
方
も
増
加
し
て
い
る
。

難
聴
に
な
る
と
耳
か
ら
脳

に
伝
達
さ
れ
る
情
報
量

は
、
極
端
に
少
な
く
な
り

認
知
症
発
症
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
。
対
策
と
し
て
聴

覚
補
助
器
の
活
用
が
有
効

で
、
今
回
庁
舎
窓
口
に
設

置
を
求
め
て
い
る
軟
骨
伝

導
補
聴
器
は
、
こ
れ
ま
で

の「
気
導
」や「
骨
伝
導
」

と
も
異
な
る
。
ま
た
、
通

常
の
イ
ヤ
ホ
ン
や「
骨
伝

導
」と
比
べ
て
、
耳
穴
を

ふ
さ
ぐ
こ
と
な
く
、
軟
骨

付
近
に
軽
く
添
え
る
だ
け

で
音
を
拾
え
る
た
め
、
痛

み
や
音
漏
れ
が
少
な
く
、

外
耳
道
閉
鎖
症
や
小
耳
症

の
方
な
ど
、
一
般
的
な
補

聴
器
の
使
用
が
難
し
い
方

に
も
、
体
へ
の
負
担
が
少

な
い
補
聴
器
と
し
て
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
窓
口
で

の
導
入
を
求
め
る
。

答　
軟
骨
伝
導
補
聴
器
は
、

利
用
者
の
身
体
的
負
担
が

少
な
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
に
も
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
県
内
外
の
自
治

体
窓
口
で
導
入
が
増
え
て

い
る
。
住
民
の
利
便
性
向

上
が
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
総
合
相
談
支
援
課
の

相
談
窓
口
に
試
験
的
に
ま

ず
導
入
し
、
利
用
者
の
声

や
頻
度
を
踏
ま
え
て
、
他

の
窓
口
設
置
を
検
討
し
た

い
。

問 窓口に軟骨伝導補聴器の導入を
答 総合相談支援課窓口にまず導入

問 国際交流の推進について
答 新規都市との国際交流を始めたい

答　
ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル

ズ
市
と
の
親
密
な
関
係
を

大
切
に
し
つ
つ
、
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
や
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を

目
的
と
し
て
、
新
た
な
都

市
と
の
国
際
交
流
を
始
め

た
い
と
考
え
、
今
年
度
か

ら
「
国
際
交
流
都
市
調
査

選
定
事
業
」
を
立
ち
上
げ
、

候
補
地
と
な
り
得
る
海
外

都
市
に
つ
い
て
調
査
を
始

め
た
。
そ
れ
に
加
え
新
た

な
国
際
交
流
の
足
が
か
り

と
な
る
住
民
ベ
ー
ス
の
交

流
や
機
運
の
高
ま
り
な
ど

を
踏
ま
え
、
本
村
の
交
流

先
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
都

市
を
選
定
し
た
い
。

総合相談支援課窓口に 10月８日から
導入された軟骨伝導補聴器

ダンスで多文化共生
東海ダンスフェス 2024スペシャル

問　
ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル

ズ
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流

に
つ
い
て
、
ど
う
評
価
し

て
い
る
の
か
。

答　
ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル

ズ
市
と
は
延
べ
１
０
０
０

人
以
上
の
住
民
が
訪
問
団

と
し
て
相
互
往
来
し
、
40

年
超
に
及
ぶ
親
密
な
関
係

を
継
続
発
展
さ
せ
て
き
た
。

本
村
と
し
て
は
、
長
年
の

交
流
が
非
常
に
有
意
義
で

あ
り
、
国
際
理
解
と
友
好

の
深
化
に
貢
献
し
て
き
た

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

一
方
、
参
加
者
の
固
定
化
、

一
般
訪
問
団
参
加
者
の
減

少
傾
向
な
ど
が
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
姉
妹
都
市
交

流
の
展
望
を
伺
う
。 新政とうかい

松
まつ

江
え

　秀
ひで

明
あき

　議員

公明党

岡
おか

崎
ざき

　悟
さとる

　議員

一

般

質

問
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